
第２１期一般陸曹候補生課程入隊式

「キャンプ座間　日米親善桜まつり」において広報活動を実施

自衛隊神奈川地方協力本部

た
「
第
２
１
期
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
入
隊
式
」
に
お
い
て
、
保
護
者
に
対

藤
沢
募
集
案
内
所

見
違
え
る
ほ
ど
た
く
ま
し
く
な
っ
た
」
と
涙
を
浮
か
べ
る
方
も
い
て
、「
３

声
も
聞
か
れ
た
。

賀
市
）
に
所
在
す
る
東
部
方
面
混
成
団
第
１
１
７
教
育
大
隊
で
執
り
行
わ
れ

入
隊
式
で
は
、
保
護
者
及
び
関
係
者
の
見
守
る
中
、
真
新
し
い
紫
紺
の
制

入
隊
式
に
参
列
し
た
保
護
者
の
中
に
は
、「
親
元
を
離
れ
て
約
２
週
間
で

い
、
同
じ
目
標
に
向

た
こ
と
を
思
い
返
し
、

は
、「
今
後
の
募
集

る
こ
と
が
で
き
た
。

尉
）
は
、
４
月
６
日
（
土
）、
陸
上
自
衛
隊
武
山
駐
屯
地
（
神
奈
川
県
横
須

服
を
身
に
着
け
た
候
補
生
６
３
２
名
が
、
り
り
し
く
も
や
や
緊
張
し
た
表
情

す
る
家
族
支
援
を
実
施
し
た
。

で
力
強
く
宣
誓
し
、
自
衛
官
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

カ
月
の
教
育
修
了
後
、
更
に
成
長
し
た
姿
を
見
る
こ
と
が
楽
し
み
だ
」
と
の

達
成
感
と
募
集
業
務

式
の
は
つ
ら
つ
と
し

の
広
報
官
も
、
入
隊

た
隊
員
の
姿
を
見
て
、

ま
で
親
身
に
寄
り
添

発
信
し
、
志
願
者
や

藤
沢
募
集
案
内
所

も
自
衛
隊
の
魅
力
を

の
や
り
が
い
を
感
じ

入
隊
者
を
一
人
で
も

あ
る
」
と
し
て
い
る
。

採
用
試
験
か
ら
入
隊

か
っ
て
努
力
し
て
き

広
報
活
動
に
お
い
て

多
く
増
や
し
て
い
け

励
ん
で
い
く
所
存
で

る
よ
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各
種
活
動
に

を
一
般
開
放
し
て
開
催
さ
れ
た
「
キ
ャ
ン
プ
座

厚
木
募
集
案
内
所
は
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多
数
展
示
さ
れ
た
陸

隊
の
演
奏
や
Ｄ
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ラ
イ
ブ
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ア
メ
リ
カ
ン
フ
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わ
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月
６
日
（
土
）、
在
日
米
陸
軍
キ
ャ
ン
プ
座
間

活
動
を
実
施
し
た
。

の
約
３
０
０
本
の
桜
の
木
の
下
、
米
陸
軍
軍
楽

上
自
衛
隊
第
４
施
設
群
の
車
両
の
近
隣
に
ブ
ー

撮
影
に
快
く
応
じ
た
り
し
て
、
募
集
広
報
に
大

だ
け
た
と
思
う
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
方
々
と

厚
木
募
集
案
内
所
は
、「
多
く
の
世
代
の
方

内
所
（
所
長　

明
神
忠
雄
３
等
海
佐
）
は
、
４

当
日
、
祭
り
会
場
は
、
春
ら
し
い
陽
気
の
中
、

間　

日
米
親
善
桜
ま
つ
り
」
に
参
加
し
、
広
報

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
藤
沢
募
集
案
内
所
（
所
長　

呉
屋
１
等
陸

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
厚
木
募
集
案

普
段
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
米
軍
基
地
内

ド
の
屋
台
な
ど
を
楽
し
む
多
数
の
来
場
者
で
に

ス
を
設
置
し
て
、
自
衛
隊
の
活
動
の
パ
ネ
ル
展

明
な
ど
を
実
施
し
、
自
衛
隊
の
活
動
や
入
隊
な

示
や
広
報
官
に
よ
る
自
衛
官
の
採
用
制
度
の
説

し
た
。

タ
ー
「
た
ま
」
も
駆
け
付
け
、
ち
び
っ
子
た
ち

瞬
間
で
も
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
我
々
の
責
務
の

き
く
貢
献
し
た
。

の
触
れ
合
い
は
、
広
報
官
で
良
か
っ
た
と
思
う

と
握
手
し
た
り
、
来
場
者
や
米
軍
人
と
の
記
念

重
さ
を
感
じ
る
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。
今
後
も
我

ど
に
関
す
る
来
場
者
の
質
問
に
も
丁
寧
に
回
答

ま
た
、
ブ
ー
ス
に
は
神
奈
川
地
本
キ
ャ
ラ
ク

々
に
自
衛
隊
や
自
衛
官
を
身
近
に
感
じ
て
い
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々
の
使
命
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重
要
性
を
認
識
し
、
満
開
の
桜
に

う
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

負
け
な
い
様
々
な
『
花
』
を
咲
か
せ
ら
れ
る
よ


